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243.トップジュニアの鱗形欝に鰐する研究
ートップジュニア・スプリンターにおける大畿
錦織鶴践の灘年的変化一
。狩野重量け 寓克欝l史主} 款問広 1) 久野綾也 3) 
板井f~ニ4) 勝部茂2)
筑護大学大学絞り競波大学体脊科学系 Zl
東京大学教護学部幻 筑波大学鱗掠産学系") 
{問的12幹線究では、疾悲能力の穫れたジュニア滋
手の大勝部筋総足立と疾iE能カとにどのような務保が
見られるかについて緩節約に検討した。
[方法}対象としたジュニア選手4名について、 2
名は小学6年~中学2年まで、イ也の2名は小学6i手
~中学 1年までと中学1年~中学2年までをそれぞ
れ緩衝約に測定した。測定には MRIを潟い、媛影さ
れた大勝部の横滋像から務横街頭磁を算出し、大総
'詩集の進位70、50%部伎においてその変化を競べ
た申さらに、自本ランキング上位に佼議する成人の
トップスプリンターとj湾年議会本らびに成人のコント
ロールとの横断的立比較を行なったの
{結果と考察}被検者4名の100mの平均タイムは
小学6年次12.33秒、中学1年次11.61秒、中学2
年次11.25秒と向上したの 70%部設における務機筋
磁識は小8から中 2にかけて、 139.8、157.3、
162.5cm2と増加した。乙れは、 トップスプリン夕
刊 (182Acmうの櫨より小さいものでおったが、成人
のコントロールの儀(148.5cmうと比較すると中学1
年の時点ですでに大きく上ID1る儀であった。大総思
議筋の変化l;t59.6、68.0、69.4cm2、ハムストリン
グ+内転務群は、 71.1、85.7"88.8cm2であった。
大腿昭議筋の鑓については中学上 2年次でトップ
スプリン5lー ならびに成人のコントローんとあまり
変わらなかった。一方、ハムストリング+内転務群
の鑓はトップスプリンターより小さく、成人のコン
トローんより紛らかに大きかった。このことから、
ジュニアスプリンターにおける筋撃は成人コントロ
ーんより大きいものの、 トップスプリンターに克ら
れるような大経路頭筋よりもハムストリング十内転
銭群の方が発途しているという号機は観察されなかっ
た。また、 70%部俊でj!られた結集は、 50%部伎に
おいても関様な綴向であった。さらに、 100mのタ
イムと大線認における横断部緩、務横断衛機、大腿
鶴議筋金らびにハムストリング+内転筋護学との関務、
を貌べたところ、 70%部設においては大器産四議織を
除いて議い穏機関係(r=・0.81...心.89)が緩められた。
また、 50%部俊では全ての議活とも脊3まな椴鶴熊係、
は認められなかった。したがって、大腿上部(70%
獄後}での館、特にハムストリング+内転筋鮮の発
遼は疾患能力の向上と関係があることが潟婆される。
ジュニアスプリンタ由 大韓部筋緩成 MRI 
